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〔伊藤華恋さん〕  〔真木飛鳳さん〕  〔尾形亮祐さん〕  〔佐藤煌大さん〕 〔高橋莉琉さん〕  〔軽部晃輝さん〕 

    
寒河江市立陵西中学校   学校だより 

2023.2月上旬号  文 責 ： 校長 小 野  行 彦 校章のモチーフ しらね葵 
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《 学 校 教 育 目 標 》 

『 優れた知性を持ち、健康で心豊かな たくましい生徒の育成 』  

これまでドキドキした経験はたくさんあったと思いますが、今回のその心の激しい鼓動は、これまでとは全く別のものと感じ
ている人もいることでしょう。それくらい三年生のみなさんにとっては、この受験は高く重く感じる試練ではないでしょうか。
この一年、人によっては中学校に入学してからずっと頑張ってきた人もいるかもしれません。だからこそ、緊張しないはずはな
いのです。無理に「緊張しないで頑張ってこい」などとは言いません。だれでも緊張するものだと割り切って、時間の限り答案
用紙や、面接官の質問に自分らしく答えてきてください。大事なのは、自分を支えられるのは最後は自分ということ。「物事成功
するかしないかの一番の違いは途中で諦めるか、諦めずにやり通すか。」です。自分を信じて、最後まで諦めずにやり抜くことで
す。これまでひた向きに努力してきた君たちなら大丈夫です。全員の合格を心から信じています。〔校長 激励のことば〕 

いよいよ、三年生にとって中学校最大の関門の高校入試がスタートです。（学校だよりが届くころは、すでに始まっていま
す）それに先立って、１/１３の全校朝会時に新生徒会が主催した「入試激励会」が行われました。激励会では、一・二年生
各学級が制作した「応援メッセージ」が送られ、新生徒会長の大沼さんからは激励で、「一人一人精一杯頑張ってきたのだか
ら大丈夫。先輩たちを一・二年生も後ろから応援している。受験は団体戦。」と、心のこもった激励の言葉が送られ、三年生
は決意も新たにした表情のようでした。 
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教職員《自己評価》 〔Ａ：よく当てはまる  Ｂ：概ね当てはまる   Ｃ：どちらかというと当てはまらない  Ｄ：当てはまらない〕 

１ 

学校教育目標に関して A＋B 

（１） 知性：「論理的に思考し表現する力」を育んでいる ８８％ 

（２） 健康：「見通しを持ってたくましく取り組む力」を育んでいる ８１％ 

（３） 自主：「目的を持って発信する力」育んでいる ９３％ 

「三学期頑張ること」 

一年 佐藤暖馬 

 私たちが今学期頑張りた 

いことは三つあります。 

二学期の学年の振り返り 

での話し合いから、「挙手発言の積極
性」「時間を守る」「家庭学習の向上」
についてあげられました。そこで、冬
休み期間中にリーダー研修会を行い、
これからの具体的な取り組みについ
て自治会で話し合いました。一つ目の
「挙手発言の積極性」については、学
年を通して挙手発言マッチを２回行
うことに決まりました。クラス対抗で
その日に発言した回数で競います。目
標は、この取り組みがなくても、積極
性が上がることです。二つ目は、「時
間を守る」取り組みです。チャイム着
席についての受け取り方が一人一人
違ったので、それを統一し教科係や自
治会を中心に呼びかけをしていきま
す。三つ目は、「家庭学習の強化期間」
を設けることです。「真似する、すぐ
やる、質の高い」を合言葉に、優れた
自学ノートを掲示したり、テキスト学
習に積極的に取り組むなど家庭学習
の質を高めていきたいです。この三つ
の取り組みを進めることで忙しい三
学期になりそうですが、学年全体で頑
張って二年生になる準備ができる学
期にしたいです。  

「三学期に向けて」 
二年 高橋岳玖 

私は、この三学期に個人 

として頑張りたいことが大 

きく二つあります。一つ目 

は、主体的に行動することです。私は三
学期から学級委員として活動していきま
す。クラスのみんなからの信頼を得るた
めに、何事にも自分から率先して行動し
ていきたいです。特に、挨拶や時間を守
ることなどの当たり前のことを確実に行
い、自分の発言や行動に責任をもってい
きたいと思います。二つ目は、学習につ
いてです。この三学期に自分の苦手な教
科や単元を少しでもなくしたいと思って
います。そのために家庭学習の時間を大
切にする必要があります。私は、自学に
教科の偏りがあるので受験テキストを有
効に使って学習したいです。また、テス
トで些細なミスをしてしまうので、繰り
返し見直しを行い、ミスを減らしていき
たいです。学年として頑張っていきたい
ことは、学年目標の「ポジティブ」に近
づけることです。そのために、自治会で
意見を出し合いながら、三年生につなが
るような活動を行っていきたいです。ま
た、私たちが学校をリードする立場にな
るので、そのための準備を計画的に進め
ていきたいです。そして、お世話になっ
た三年生の先輩方に少しでも安心して卒
業してもらえるよう、二学年全体で力を
合わせて生活していきたいです。 

「三学期の目標」 
三年 鈴木 諒汰 

 私には中学校を有終の美 

を飾れるように達成したい 

目標が二つあります。一つ目 

の目標は三年一組のクラス目標である「凡
事徹底」です。意味は当たり前のことを徹
底して実践することです。この目標を達成
するために、私は積極的な行動を心がけま
す。具体的には、相手より先に挨拶する、
提出物を期日までに出すなど常に必要と
されていることをいつでもできるように
します。二つ目の目標は三年生の学年目標
である「We can jump～五つの山を乗り越
えろ～」です。この目標を掲げ、運動会、
地区総体、修学旅行、陵西祭の四つの山を
学年全体で協力して乗り越えてきました。
三学期を迎えた今、最後に越える五つ目の
山は受験です。今までは色々な協力や団結
のもと、クラスや学年、学校全体で乗り越
えてきました。しかし今回は、自分だけの
力で山を乗り越えなければなりません。そ
のために私は、三年間の復習を完璧にしま
す。私自身の夢を叶えられるように時間を
かけて努力します。三か月後、私たち三年
生は卒業し、それぞれが自分の道を進むこ
とになります。陵西中学校の良き伝統を後
輩たちに引き継げるよう三学期を過ごし、
有終の美を飾って三年生を終われるよう
にしましょう。私も、二つの目標を達成で
きるよう努力します。 

【学校評価の目的】 
①  各学校が、自らの教育活動その他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、その達成状況や達成に向けた取組の適

切さ等について評価することにより、学校として組織的・継続的な改善を図る。 
②  各学校が、自己評価及び保護者など学校関係者等による評価の実施とその結果の公表・説明により適切に説明責任を果た

すとともに、保護者、地域住民等から理解と参画を得て、学校・家庭・地域との連携協力による学校づくりを進める。 

③  各学校の設置者等が、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備等の改善措置を講じることにより、一定水 

準の教育の質を保証し、その向上を図る。  

【学校評価の実施手法】 
① 生徒・保護者のアンケート等を資料にして、学校の教職員が行う。 ・・・ ≪自己評価≫ 

② 保護者、地域住民等の学校関係者によって構成された評価委員会（本校では「学校運営協議会委員」）が、自己評価の結 

果について行う。 ・・・ ≪学校関係者評価≫ 
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２ 

経営の方針に関して 
（１） 生徒誰一人として取り残さない指導の推進について ８７％ 

（２） 時代の進化に対応した授業改革の推進について ８０％ 

（３） 目指す姿を共有した協働性の高い教職員集団の育成について     １００％ 

（４） 家庭・学校・地域が一体となって、より良い教育環境の実現に取り組む ７９％ 

（５） 命最優先の行動による安全な教育実践について １００％ 

３ 

本年度の重点 
（１） 「主体的に学び協働的に取り組む、優れた知性を持った生徒の育成」の総合評価 ８８％ 

（２） 教育活動全体を通した、健康で心豊かなたくましい生徒の育成の総合評価  ９４％ 

（３） 豊かなかかわりの中で育む柔軟で温かい人間関係の育成 ９２％ 

（４） 信頼される学校づくりの推進  ９２％ 

４ 

「教師と子どもが十分に向き合う教育の推進をめざして」 

（１） 
取り組む前と比べて、授業の計画・教材研究、準備などの時間を確保できるゆとりが

できましたか？ 
６５％ 

（２） 

取り組む前と比べて、生徒指導や教育相談、特別な支援を必要とする子どもへの対応

など、一部の教師にかけることなく、チームで体制を整え、組織として様々な課題に

取り組むことができるようになりましたか？ 

５０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価の考察】 

◇１・２について 

学校教育目標を達成するための育成を目指す資質・能力に関しては、 「知性」「健康」「自主」すべての項目におい

て B 以上と評価したことは、それぞれの力が生徒たちに一定以上育まれてきていると観ることができる。本校の教育の

根幹ともいえる（１）の項目が昨年比＋１７％の数値であったことからも、本校教職員の有言実行力の高さがうかがえ

る。今後、大きく変化する時代を生きていく生徒の「生きる力」育むためにも ICT 機器の活用における授業改善、ウィ

ズコロナにおける積極的で創造的な地域に出ての教育活動を推進いきます。 

◇３の（1）について                       

総合評価の「ほぼ達成された」以上が９割弱になった大きな成果と捉えている。特に、先生方の日々の具体的な手立

てには先生方の他校以上の丁寧さと細やかさが見られた。今後も生徒の主体性を育むために、自分自身をコントロール

しながら多角的な支援をコーディネイトしながら育成していきたい。 

◇３の（２）について 

 「たくましい生徒」の育成に関して、総合評価において昨年度（８４％）より１０％上がったことは、大きな成果で

あると考えている。今後は、生徒自身の創造的で主体的な生活のためにも、「SNS の適切な活用」、「安全」に向けた

自律した行動としての「陵西五心」の実践力向上に向けて指導していきたい。 

◇３の（３）について 

 総合評価で 9 割を超える結果であった。上記の表では詳しい項目は割愛していますが、「柔軟で温かいかかわりを育

む活動」、「自己指導力（自律）」、「心に響く道徳」、「いじめや不登校、問題行動等のない学校づくり」の項目が

が高い数値であったことは、教職員が日々の学校生活の中で生徒たちに適切なかかわりの中で温かい人間関係を構築さ

せようと、実践してきた結果であると考えている。 

◇３の（４）について 

  コロナ禍に陥って 3 年目を迎えた今年度は、新型コロナウイルスの特性を踏まえながら感染対策をし、生徒並びに各

家庭の協力を得ながら教育活動が動き出せた結果、総合的な評価の数値が上がった（昨年度85％⇒92％）と考えている。

今後も総合的な学習を中心とした、1年時「地域を知る」、２年時「地域に学ぶ」、３年時「地域に貢献」の系統性ある

学習を通して、未来に向けた「総合的な学習」の充実を目指していく。  

◇「教師と子どもが十分に向き合う教育の推進をめざして」について（働き方改革） 

ウィズコロナへ移行し、社会が加速度的に動き出す中、学校現場においては感染対策の徹底と学習活動の保障・充実、

並びに ICT 機器等を活用した個別最適な学び、さらには、本校の柱である「生徒誰一人取り残さない指導の推進」と、

待ったなしの課題に向けた業務による多忙化に陥っていることは否めない状況である。今後も「令和の日本型学校教育

の構築 ～すべての子どもの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」 に向けて、「二項対立」

の考えに陥らず、最上位に生徒の幸せを据え、教職員の幸せも両立できるように教職員とも熟考しながら進めていく。 
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令和４年度「学校評価」  保護者アンケートまとめ 

A+B（％）

1
学校は教育方針や学校の様子を、
「学校だより」や「学年・学級通信」等
でわかりやすく伝えている。									

95%

2
生徒は、きちんとあいさつができ
ている。							

91%

3
教職員は、積極的に生徒や保護者・
地域の方々とかかわりながら、意欲
的に教育活動を行っている。											

89%

4
授業を大切にした、ていねいな指導
により、学力がついてきている。		 76%

5
家庭学習の習慣化が図られてき
ている。

65%

6

学校は、ＧＩＧＡスクール構想（一人１台タブレッ

トによる多様な学習）を活用した、生徒一人ひと

りの学習の個別最適化に向けて取り組んでい

る。

82%

7
生徒一人ひとりを大切にし、いじめや
不登校、問題行動のない学校づくりに
取り組んでいる。

91%

8
「かかわり」を大切にし、授業や学校行事等
への取組み、教育相談等を通して、教師と
生徒の信頼関係が構築されている。

84%

9

「陵西五心」〔ﾊｲという素直な心　ｽﾐﾏｾﾝという

反省の心　ｵｶｹﾞｻﾏﾃﾞという謙虚な心　ﾜﾀｼｶﾞｼﾏ

ｽという奉仕の心　ｱﾘｶﾞﾄｳという感謝の心〕が生

徒の活動に生かされている。

90%

10

進路決定や社会人として自立できる力の基礎

を育てるため、キャリア教育（進路指導や望ま

しい職業観を育てる教育）が適切に行われてい

る。						

79%

11
生徒の健康や安全に配慮した指
導がなされている。（コロナ対応
も含む）	

90%

12
生徒会活動が活発に行なわれ、委員会活動や

ボランティア活動、奉仕活動などがさかんであ

り、様々な活動に意欲的に取り組んでいる。
88%

13
部活動が適切に行なわれ、自主
性やたくましさや粘り強さが育っ
ている。

86%

14
早寝・早起き・朝ごはんの習慣が
身につき、規則正しい生活がで
きている。

73%

15
読書が好きで、進んで本を読ん
でいる。

44%

16

学校行事や授業参観等を通して、地域や保護者の方々

と学校が接する機会を設け、地域や保護者の声を大切

にして相談に応じている。（今年度も新型コロナの影響で

制限して実施しました。）

83%

17

学校は、総合的な学習の時間、分団会活動、

福祉施設訪問、奉仕活動等を通して、「地域を

大切にし、地域を愛し、地域を作る生徒」を育て

ている。

83%

18
校舎内外の施設・設備面での環
境整備が適切に行われている。

88%

学校運営評価アンケート

 

  昨年度、全体的な感想として非常に厳しい評価であったが、今年度については、ほとんどの項目で昨年度の数値を上回
った。中でも１０％以上の伸びの評価をいただいた項目が、③「生徒と保護者・地域の方々とのかかわり」、⑤「家庭学
習の習慣化」⑦「いじめや不登校、問題行動のない学校づくり」、⑨「陵西五心」、⑯「学校がいろいろな機会を設けて、
地域や保護者の声を大切にして相談に応じている」であった。これらは、今年度本校が重点に掲げている内容のものと関
連性が高い項目であることから、本校教職員の日頃の丁寧で細やかな生徒へのかかわりについて、高い評価を得たと考え
ている。また、①「通信等での情報共有」、⑪「コロナ対策」においてB評価以上が90％を超えたことは、保護者と学校
との関係性が、より深い信頼性の構築へ進んだものと考えられる。今後とも、学校の様子や考え、さらには課題について
もお知らせし、今まで以上に保護者の方々の信頼を受けながら、生徒が安心して充実した学校生活が送れるようにしてい
きたい。 


